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平成 29年 1月 11日 
 

「福島大学・うつくしまふくしま未来支援センター主催 

新潟シンポジウム」開催について 

 
東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故発生から６年を迎えようとしています。 

福島の現状を伝えるとともに、震災からの復旧・復興を通して得られた福島の経験や知見を「経

験知・支援知」として活かすことにより、少子高齢化社会に直面するこれからの地域のあり方を

共に考えます。 

 

 

日 時：平成２９年３月５日（日）１３：００～１７：３０ 

会 場：新潟市東区プラザ ホール （新潟県新潟市東区下木戸１－４－１） 

 

【タイトル】 ほんとの空が戻る日まで  

－復興を進める福島の経験を共有し将来につなげる－ 

【プログラム】 

Ⅰ 部  基調講演 「震災経験が導くこれからの日本」 

      飯尾 潤 氏  政策研究大学院大学 教授 

Ⅱ 部  福島の現状報告 

       ① 福島の現状と課題 

       ② 原発被災地の復興と市民の力 

       ③ 原子力災害からの福島県農業の再生 

       ④ 福島における成長産業分野への取組 

Ⅲ 部  パネルディスカッション 

     「震災・原発事故の経験を活かし将来を思考する」  

 

○ 参加対象者 一般市民、大学関係者、学生、行政職員、福島県から避難している方 他 

○ 主催    国立大学法人福島大学、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 

  共催    国立大学法人新潟大学 

  後援団体(予定) 文部科学省、復興庁、福島県、新潟県、新潟市、双葉地方町村会、 

          日本赤十字社、公益社団法人経済同友会 他 

 
（お問い合わせ先） 
うつくしまふくしま未来支援センター事務室 
電話：024-504-2865 

  E-mail:fure@adb.fukushima-u.ac.jp 
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